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１． はじめに 

 現在,日本人の医療費（32.1 兆円）の約 3 割を

生活習慣病が占めている.このように現代の日本

の社会問題でもある生活習慣病の原因は,遺伝的

要因での発症はごくわずかで日々の食事や運動,

ストレスなどの生活習慣の積み重ねから起きる

ことが明らかになっている.[1]このことから生活

習慣の見直しが生活習慣病の 1 番の予防と考え

る. 

本研究では，生活の見直しを促す生活評価表

Home-life Assessment List「HAL」の提案を行

う.また,ユーザーの日々の生活状況の「スコア

化」を行う生活評価項目の検討を行う. 

 

２． HAL 

＜2.1＞システムの概要 
 ユーザーの生活状況を評価表にするため,IoT

家電から取得した生活データをデータベースに

てスコア化を行い,インターフェイスで表示する. 

今回,データベースでは SQLite3,インターフェ

イスでは HTML5 と JavaScript を利用して

Electron でパッケージ化して作成した(Fig.1). 

 

 
Fig.1 HAL 全体図 

 

 

 

 

＜2.2＞インターフェイス 
取得した生活データを Web ページで表示させ

るため,Electron にて HAL のデスクトップアプリ

ケーションを作成した.Web ページには，総合ス

コアを生活状況の全体像を掴みやすくする為に

レーダーチャートで表示し,昨日のデータとの比

較するため 2 色に分けた(Fig.2).各項目の点数

は 10 点満点で表示した. 

 

 
Fig.2 総合評価(Top) レーダーチャート 

ページの上部にリンクを付け,各大項目に移動

できるようにした.大項目では 7 日分のデータを

表示し,棒グラフで日にちごとに比較しやすくし

た.(Fig.3) 

 
Fig.3 大項目(衣服) 棒グラフ 
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＜2.3＞評価項目の選定 
 評価項目を衣類,食事,住居,体の健康,心の健

康,地球の健康の 6 つに分け評価項目の大項目と

選定した.これら 6 つの大項目に対して,それぞ

れ評価内容の詳細として小項目の選定と判断基

準を定めた.会議にて評価は 1 日単位で行うこと

とし,選定基準は生活で最低限行っている行動

(歯磨き等),既存にある生活リズムや健康のチェ

ックリストを参考に作成した.地球の健康の項目

ではリサイクルや省エネに貢献しているかを聞

くことで評価を行う.これら評価項目と判断基準

を Table 1 に示す. 
Table 1 生活評価表の評価項目 

大項目 小項目 大項目 小項目

洗濯頻度 睡眠時間

アイロン頻度 運動量（スポーツ）

服装選択 運動量（歩数）

服装種類 食事時間（朝）

着替え頻度 食事時間（昼）

爪切り頻度 食事時間（夜）

歯磨き頻度 体脂肪率（BMI）

散髪頻度 お風呂頻度

ムダ毛、髭処理頻度 薬摂取

コレステロール値 飲酒頻度

血圧値 喫煙頻度

血糖値 座位時間

水分量 ストレス

野菜摂取量 コミュニケーション

肉摂取量 笑顔頻度

カロリー 外出頻度

夜食時間 親密具合

賞味期限 対面頻度

掃除頻度 高揚感

整理整頓 イライラ

換気頻度 趣味満足度

ほこり量 SNS依存

室温 ゴミ削減量

布団清潔度 リサイクル頻度

鍵施錠管理 プラスチック削減量

使用電気削減量

使用ガス削減量

使用水道水削減量

自動車排気削減量

体の健康

心の健康

地球の健康

衣類

食事

住居

 
 これらの評価項目の有能性を図る為,実際の生

活状況のデータとしてアンケートを行った.アン

ケートでは,各評価項目に５段階の判断基準を設

け 10 点，8 点，6 点，4 点，2 点、とスコア付け

した.（5 段階とは別に質問に答えられない時の

為「分からない」を設けてスコアを 0 点とし

た）.アンケート例として洗濯頻度を Table 2 に

示す. 
Table 2 アンケート例 洗濯頻度 

得点 10 8 6 4 2 0

判断基準 今日した 昨日した 2日前にした 3日前にした 4日以上していない 分からない 
 

 

 

4．考察 

 今回生活状況のスコア化,総合得点と大項目の

表示を行った.今回の HAL の Web ページの作成で

は小項目の表示を行っていない為,ユーザーがど

のように生活改善行いスコアを上げるのかわか

りにくいため改善が必要だ.アンケート（対象 44

人）では,ほこり量と体脂肪率の項目に対して

「分からない」と答えた人どちらとも 50％を上

回っていた.この原因の背景として空気清浄機と

体重計を持っていない,体重を測定する習慣がな

いと考えられる.また,1 人暮らしは 18％と家族

暮らしの方が高く,生活スタイルによって差が見

られた.このことより,生活者の住人数によって

各評価項目の重要性が変わり,他にも年齢,性別

によっても生活スタイルが変わると考えられる.

それによって,スコアの配点をユーザーのスタイ

ルに合わせ変えていけるシステムが必要だと考

えた. 

 

5．おわりに 

 本研究では,生活習慣病の予防として生活の見

直しをするため生活評価表「HAL」の提案をした.

「HAL」はユーザーの生活状況を衣類,食事,住居,

体の健康,心の健康,地球の健康の 6 つの項目か

らスコア化を行いデスクトップアプリケーショ

ンで評価を表示する.実装では,インターフェイ

スにアンケートで集めたデータのスコア化と表

示を行った.また,アンケート結果から評価項目

の有能性とユーザーの生活スタイルに合わせた

配点基準の変更の必要性がある.           

今後の研究では,IoT 家電との連動し生活状況

の読み取りの自動化と精度を上げ,生活評価を行

うプロトタイプを作成し,評価を行う. 
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